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移植水稲栽培での「雑草イネ」の発生を多数確認
－直播栽培に限らず、すべての水田で雑草イネへの警戒が必要－ 

生産体系研究領域　今泉　智通

研究情報１

耳より情報

　「そんな雑草、見たことないなぁ」

　新たな難防除雑草の話をした時、多くの場面で聞

かれる反応です。今回紹介する「雑草イネ」も、その発

生は直播水稲栽培に限定されると考えられ、移植栽

培での問題が気づかれずにいました（図１、図２）。雑

草イネは水田に自生して雑草となるイネで、コシヒカ

リなどの栽培用品種と同じ植物種ですが、籾（もみ）が

脱粒しやすい、赤米のものがあるなどの点で異なりま

す。減収や品質低下の原因となるため防除が必要で

す。私たちの調査の結果、移植栽培しか実施したこと

のない水田でも広く発生していることが明らかになり

ました（図３）。

　先に述べたように雑草イネは脱粒しやすい性質が

あるため、放っておくと種子がほ場に落ちて、翌年以

降に数百倍に増殖し、被害が益々増大していきます。

また、まん延すると高コストの防除が長年必要になり

ます。そのため、雑草イネを発見した場合には速やか

に対策を実施し、被害を未然に防いでいくことが最も

重要です。移植栽培において雑草イネに有効な除草

剤もあることはありますが、除草剤のみでは十分に防

除できません。そのため、雑草イネ発生圃場では有効

な除草剤の体系処理と手取り除草を必ず実施するよ

うにしてください。

　「うちは直播栽培をしていないから関係ない」

ではなく、

　「すべての水田で雑草イネの警戒が必要」

と考え、雑草イネの早期発見・対策につとめれば問題

が深刻化する前に根絶することができます。中央農研

では、情報周知に活用できる警戒情報パンフレットや

対策をまとめた雑草イネまん延防止マニュアルを作

成しておりますので、早期発見・対策に活用してくださ

い（「雑草イネ　警戒情報」や「雑草イネ　マニュア

ル」で検索できます）。
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農業法人における従業員の人材育成に向けた取り組み

　近年の農業法人においては、経営規模の拡大や事

業の多角化に伴い、従業員が増加しています。一方で、

従業員を採用しても短期間に離職してしまう事例も多

く、人材育成に要する時間、技術指導に関するコスト

が無駄になることが少なくありません。また、従業員に

対しては、単に農作業に従事するだけでなく、経営者

の右腕となりうる現場リーダーや管理者の育成、確保

が求められる状況にあります。

 このような課題に対応するため、農研機構では、農業

法人における従業員の人材育成方策に関する研究を

進めています。昨年12月に都内で農研機構シンポジ

ウム「雇用型大規模法人における経営管理と人材育

成」を開催し、人材育成、労務管理に関するこれまで

の研究成果を報告しました。また、本年3月にはパンフ

レット「農業法人における人材育成のポイント」を作

成し、中央農業研究センターのホームページ

　https://fmrp.dc.affrc.go.jp/

で公開しています。このパンフレットにおいては、先進

的な農業法人の事例調査から、現場リーダーの作業

遂行マネジメント能力の育成に向けた４つのポイン

トを抽出するとともに、人材育成への具体的な取り組

みを紹介しています。農業経営者をはじめ、支援機関

等で活用していただくことで、農業法人における従業

員の人材育成、確保につながることが期待されます。

（農業経営研究領域　澤田　守）

図２　雑草イネが発生した移植水稲栽培の水田
　　　（収穫直前）
　黄金色の穂をした栽培用品種と比べ、草丈が高くこげ茶色の穂
　をしたイネが雑草イネです。このように圃場全体に雑草イネが
　発生すると収量は明らかに減少します。

直播あり
（15％）

移植のみ
（85％）

図１雑草イネが発生
　した移植水稲栽培
　の水田（移植３週
　間後）
　栽培品種が植えられた
　列の間に生える雑草は
　すべて自然発生した雑
　草イネです。このように
　移植水稲栽培でも雑草
　イネは問題化します。

図３　雑草イネ発生地区に
　おける水稲作の栽培履歴
　 　27 地区（8 県）を対象とし、
　　 聞き取り調査を実施したところ、
　　 85%にあたる23地区ではこれ
　　 までの水稲作は移植栽培のみ
　　 で直播栽培の履歴はないこと
　　 が明らかになりました。直播
　　 栽培の履歴があるのは15％
　　 にあたる4地区のみでした。

図１　シンポジウムの開催
　シンポジウムでは現場の農業経営者からも人材育成に向けた
　取り組みを紹介してもらいました。

図２　パンフレット「農業法人における人材育成の
　　　ポイント」

図３　作業遂行マネジメント能力を育成するための
　　　４つのポイント

１．従業員参加と情報共有の推進
２．個人目標に対する PDCA サイクルの
　　推進
３．  早期の権限移譲
４．  定期的なフィードバック

CARC NEWS No.76  2017.5

CARC NEWS

No.76 2017.5 

CARC NEWS No.76  2017.5



研
究
情
報
1

研
究
情
報
1

研
究
情
報
2

研
究
情
報
2

研
究
情
報
3

研
究
情
報
3

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報

研
究
情
報
1

研
究
情
報
1

研
究
情
報
2

研
究
情
報
2

研
究
情
報
3

研
究
情
報
3

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報

32

病害研究領域　芦澤　武人 虫・鳥獣害研究領域　山口　恭弘

　収穫期を迎えた果実がカラスやヒヨドリなどの鳥に

より、つつかれて穴を開けられ、食べられてしまうこと

はよくあります。これを防ぐためには防鳥網を設置す

ることが最も確実です。しかし、大がかりな防鳥網は資

材費が高額であったり、作業の邪魔になったり、また、

降雪時や強風時に網を外すことが困難であったりす

るため、設置をためらう生産者も多いようです。そこで、

これらの課題に応えるため、一般的に入手できる安価

な資材を使用し、樹高3.5mまでの果樹に防鳥網を簡

易に掛ける方法を開発しました。

　設置作業の手順は次の通りです。まず、網をかける

ための骨組みを設置します。樹木列の両側に1.5m間

隔で長さ2.5m太さ22.2mmの農業ハウス用金属パイ

プを50cmほど地中に打ち込みます。隣り合う金属パ

イプに、長さ4m太さ8.5mmの農業トンネル用ポール

をアーチ状に差し込みます。これを繰り返して、網が

引っかかりにくい骨組みをつくります。防鳥網は両端

に農業ハウス用押さえベルトを通して取り扱いを容易

にします。骨組みの上に防鳥網を滑らせていくことで、

網をスムーズに掛け外しすることができます。

　防鳥網の掛け外しの際には、網を引っ張る人員2名

と、網を持ち上げて骨組みの上をスムーズに滑らせる

ための網支え竿を持つ人員2名の、合わせて4名で作

業します。使用する資材と工具はすべて一般的なもの

で、１a（幅5m、長さ20mの樹高3.5mの樹木が1列）

のほ場での資材費は約37,000円（表１）、４名で作業

した場合の初回の作業

時間は約2時間です。

　作業の邪魔にならな

ければ骨組みは設置し

たままにできます。網を

広げて掛ける作業や、

網を外してまとめる作

業にかかる時間は15分

程度です。

　宮崎県および鹿児島県のかんきつほ場で行った現

地実証では、非設置区に比べ被害が無いかほとんど

発生しませんでした（図１）。

　「らくらく設置3.5」のマニュアルは、「らくらく設置　

マニュアル」といったキーワードで検索して中央農研

鳥獣害グループのウェブサイトから入手できます。

研究情報２

電子メールで防除情報を簡単取得
「イネ稲こうじ病の薬剤散布適期判定システム」の紹介

研究情報３

高さ3.5ｍまでの果樹に防鳥網を簡易に
設置できる「らくらく設置3.5」

図２　「らくらく設置3.5」の設置状況

図１  イネ稲こうじ病
図２  薬剤散布適期判定システム
　　（登録から電子メール配信まで）

　イネ稲こうじ病は、穂の籾（もみ）に黒い塊が生じる

病気で（図１）、規格外米が発生したり、種籾・サイ

レージに病粒が混入したりしてしまうため、大きな問

題になっています。農薬の散布により被害を軽減でき

ますが、薬剤が効く散布適期が短く防除が難しい病害

です。そこで、的確な防除を支援する目的で「イネ稲こ

うじ病の薬剤散布適期判定システム」を開発しました。

　本システムは、生産者、ＪＡ指導員、普及センター、

試験研究機関等が主なユーザーで、各関係者が相互

に連携することにより、防除対策を確実に普及させる

ことができます。

　本システムを使って、ウェブ上で最寄りのアメダス

地点、使用する薬剤、イネの移植日、品種、土壌菌量

（近年の発生量）、幼穂形成から出穂期までの積算気

温等をメニューで選択あるいは登録すると、散布適期

開始日を知らせる電子メール（図２）が登録ユーザー

に自動配信されます。ユーザーが薬剤散布適期開始

メールを受信したら、生産者の防除予定圃場で幼穂

（１～５cm程度）の有無を確認してもらいます。幼穂

が見つかれば防除適期となります。また、稲こうじ病の

発生生態や薬剤散布指針などをとりまとめたマニュア

ルをホームページで公開しています（「稲こうじ病　

薬剤防除マニュアル」で検索してください）。

　本マニュアルには、生産者向けの配付資料として薬

剤散布予定日決定シートを綴じ込んであります。使用

薬剤が銅剤の場合は出穂15日前、シメコナゾール剤

なら出穂18日前が防除適期であることなど、使用薬

剤毎の最適散布時期などの情報が記載されています。

これを参考に生産者の方々が今年の散布予定日に○

印をつけておけば、備忘録として利用できます。さらに、

本システムの配信情報を利用して散布時期を調整す

れば、より的確に防除することが可能となります。

30mm 18m ×
36m 1000

1 8,000 8,000
10m

8.5mm× 4m 30 360 10,800
m 1.5

1 2

15mm 2.4m
1m

130
390 4cm× ×2

37m×2
500m

1,500
220 1m 2

2.5m 22mm 30 550 16,500

3m 22mm 2 550 1,100

37,010

表１  樹髙3.5m、長さ20mの果樹１列（幅5m×長さ20m）に網を掛ける場合の資材費
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図１　「らくらく設置3.5」設置区と非設置区における
　　　かんきつの被害果率（％）

登録された薬剤「ドイツボルドー A」の散布適期に入りました。
（07 月 30 日）

登録内容
アメダス地点：阿蘇乙姫（九州・沖縄）
移植日：2014-06-03
品種（圃場抵抗性程度）：ヒノヒカリ（1.0）
Ct 値（発生量）：35（2 低い）
薬剤（閾値）：ドイツボルドー A（0.1）
移植から出穂ｐ日前までの積算気温：1159
出穂期からｈまでの積算気温：1778
散布適期開始メールの積算気温：1237
散布適期終了メールの積算気温：1534
出穂期約 40 日前メールの積算気温：1004
出穂期約 20 日前メールの積算気温：1004

送信時刻：2014/07/31 07:03:20
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薬剤防除マニュアル」で検索してください）。

　本マニュアルには、生産者向けの配付資料として薬

剤散布予定日決定シートを綴じ込んであります。使用

薬剤が銅剤の場合は出穂15日前、シメコナゾール剤

なら出穂18日前が防除適期であることなど、使用薬

剤毎の最適散布時期などの情報が記載されています。

これを参考に生産者の方々が今年の散布予定日に○

印をつけておけば、備忘録として利用できます。さらに、

本システムの配信情報を利用して散布時期を調整す

れば、より的確に防除することが可能となります。

30mm 18m ×
36m 1000

1 8,000 8,000
10m

8.5mm× 4m 30 360 10,800
m 1.5

1 2

15mm 2.4m
1m

130
390 4cm× ×2

37m×2
500m

1,500
220 1m 2

2.5m 22mm 30 550 16,500

3m 22mm 2 550 1,100

37,010

表１  樹髙3.5m、長さ20mの果樹１列（幅5m×長さ20m）に網を掛ける場合の資材費
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図１　「らくらく設置3.5」設置区と非設置区における
　　　かんきつの被害果率（％）

登録された薬剤「ドイツボルドー A」の散布適期に入りました。
（07 月 30 日）

登録内容
アメダス地点：阿蘇乙姫（九州・沖縄）
移植日：2014-06-03
品種（圃場抵抗性程度）：ヒノヒカリ（1.0）
Ct 値（発生量）：35（2 低い）
薬剤（閾値）：ドイツボルドー A（0.1）
移植から出穂ｐ日前までの積算気温：1159
出穂期からｈまでの積算気温：1778
散布適期開始メールの積算気温：1237
散布適期終了メールの積算気温：1534
出穂期約 40 日前メールの積算気温：1004
出穂期約 20 日前メールの積算気温：1004

送信時刻：2014/07/31 07:03:20

32.0

2.7 2.3
0.0

0.0

10.0

20.0

30.0



中央農研ニュース
研
究
情
報
1

研
究
情
報
1

研
究
情
報
2

研
究
情
報
2

研
究
情
報
3

研
究
情
報
3

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報

研
究
情
報
1

研
究
情
報
1

研
究
情
報
2

研
究
情
報
2

研
究
情
報
3

研
究
情
報
3

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報

14

移植水稲栽培での「雑草イネ」の発生を多数確認
－直播栽培に限らず、すべての水田で雑草イネへの警戒が必要－ 

生産体系研究領域　今泉　智通

研究情報１

耳より情報

　「そんな雑草、見たことないなぁ」

　新たな難防除雑草の話をした時、多くの場面で聞

かれる反応です。今回紹介する「雑草イネ」も、その発

生は直播水稲栽培に限定されると考えられ、移植栽

培での問題が気づかれずにいました（図１、図２）。雑

草イネは水田に自生して雑草となるイネで、コシヒカ

リなどの栽培用品種と同じ植物種ですが、籾（もみ）が

脱粒しやすい、赤米のものがあるなどの点で異なりま

す。減収や品質低下の原因となるため防除が必要で

す。私たちの調査の結果、移植栽培しか実施したこと

のない水田でも広く発生していることが明らかになり

ました（図３）。

　先に述べたように雑草イネは脱粒しやすい性質が

あるため、放っておくと種子がほ場に落ちて、翌年以

降に数百倍に増殖し、被害が益々増大していきます。

また、まん延すると高コストの防除が長年必要になり

ます。そのため、雑草イネを発見した場合には速やか

に対策を実施し、被害を未然に防いでいくことが最も

重要です。移植栽培において雑草イネに有効な除草

剤もあることはありますが、除草剤のみでは十分に防

除できません。そのため、雑草イネ発生圃場では有効

な除草剤の体系処理と手取り除草を必ず実施するよ

うにしてください。

　「うちは直播栽培をしていないから関係ない」

ではなく、

　「すべての水田で雑草イネの警戒が必要」

と考え、雑草イネの早期発見・対策につとめれば問題

が深刻化する前に根絶することができます。中央農研

では、情報周知に活用できる警戒情報パンフレットや

対策をまとめた雑草イネまん延防止マニュアルを作

成しておりますので、早期発見・対策に活用してくださ

い（「雑草イネ　警戒情報」や「雑草イネ　マニュア

ル」で検索できます）。
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農業法人における従業員の人材育成に向けた取り組み

　近年の農業法人においては、経営規模の拡大や事

業の多角化に伴い、従業員が増加しています。一方で、

従業員を採用しても短期間に離職してしまう事例も多

く、人材育成に要する時間、技術指導に関するコスト

が無駄になることが少なくありません。また、従業員に

対しては、単に農作業に従事するだけでなく、経営者

の右腕となりうる現場リーダーや管理者の育成、確保

が求められる状況にあります。

 このような課題に対応するため、農研機構では、農業

法人における従業員の人材育成方策に関する研究を

進めています。昨年12月に都内で農研機構シンポジ

ウム「雇用型大規模法人における経営管理と人材育

成」を開催し、人材育成、労務管理に関するこれまで

の研究成果を報告しました。また、本年3月にはパンフ

レット「農業法人における人材育成のポイント」を作

成し、中央農業研究センターのホームページ

　https://fmrp.dc.affrc.go.jp/

で公開しています。このパンフレットにおいては、先進

的な農業法人の事例調査から、現場リーダーの作業

遂行マネジメント能力の育成に向けた４つのポイン

トを抽出するとともに、人材育成への具体的な取り組

みを紹介しています。農業経営者をはじめ、支援機関

等で活用していただくことで、農業法人における従業

員の人材育成、確保につながることが期待されます。

（農業経営研究領域　澤田　守）

図２　雑草イネが発生した移植水稲栽培の水田
　　　（収穫直前）
　黄金色の穂をした栽培用品種と比べ、草丈が高くこげ茶色の穂
　をしたイネが雑草イネです。このように圃場全体に雑草イネが
　発生すると収量は明らかに減少します。

直播あり
（15％）

移植のみ
（85％）

図１雑草イネが発生
　した移植水稲栽培
　の水田（移植３週
　間後）
　栽培品種が植えられた
　列の間に生える雑草は
　すべて自然発生した雑
　草イネです。このように
　移植水稲栽培でも雑草
　イネは問題化します。

図３　雑草イネ発生地区に
　おける水稲作の栽培履歴
　 　27 地区（8 県）を対象とし、
　　 聞き取り調査を実施したところ、
　　 85%にあたる23地区ではこれ
　　 までの水稲作は移植栽培のみ
　　 で直播栽培の履歴はないこと
　　 が明らかになりました。直播
　　 栽培の履歴があるのは15％
　　 にあたる4地区のみでした。

図１　シンポジウムの開催
　シンポジウムでは現場の農業経営者からも人材育成に向けた
　取り組みを紹介してもらいました。

図２　パンフレット「農業法人における人材育成の
　　　ポイント」

図３　作業遂行マネジメント能力を育成するための
　　　４つのポイント

１．従業員参加と情報共有の推進
２．個人目標に対する PDCA サイクルの
　　推進
３．  早期の権限移譲
４．  定期的なフィードバック
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